
かみさと

上里町議会だより　2018年12月１日発行 議会映像配信中！

四季折々の青空の下で。

平成29年度決算を認定
決算審査報告　主な課題と論点
9月定例会一般質問に8人
議会閉会中の委員会活動報告

長幡グラウンドゴルフクラブ
（宮グラウンド）
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９
月
定
例
会
は
、
９
月
４
日
に
開
会
さ
れ
、
議
員
８
名
の
一
般
質
問
と
平
成

29
年
度
決
算
認
定
を
中
心
と
す
る
町
長
提
出
議
案
20
件
他
を
審
議
し
て
25
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

9月4日～25日

第５回
９月
定例会

◆
◆ 

条
　
　
例 

◆
◆

議
案
第
49
号

　

�

上
里
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
50
号

　
�

上
里
町
こ
ど
も
医
療
費
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
51
号

　

�

上
里
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

議
案
第
57
号

　

�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

◆
◆ 

契
　
　
約 

◆
◆

議
案
第
52
号

　

�

上
里
町
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

■�平成29年度決算を認定

原
案
可
決

　
　
　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

こ
ど
も
医
療
費
の
対
象
年

齢
を
現
行
の
満
15
歳
か
ら
満
18
歳

へ
と
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
子
育

て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
及

び
こ
ど
も
の
健
康
と
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

平
成
29
年
の
地
方
か
ら
の

提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
を
踏

ま
え
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

上
里
町
防
災
行
政
無
線

（
同
報
系
）
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工

事
を
次
の
と
お
り
契
約
す
る
も
の

で
す
。

１
契
約
の
目
的

　

�

上
里
町
防
災
行
政
無
線
（
同
報

系
）
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工
事

２
契
約
金
額

　

２
億
７
３
６
２
万
２
６
８
０
円

３
契
約
の
相
手

　

�

株
式
会
社
日
立
国
際
電
気　

北

関
東
営
業
所

４
契
約
の
方
法

　

一
般
競
争
入
札

　
　
　

埼
玉
県
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
支
給
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
の
改
正
、
医
療
費
助
成
金
の
支

給
対
象
者
に
係
る
所
得
制
限
の
導

入
及
び
上
里
町
こ
ど
も
医
療
費
支

給
に
関
す
る
条
例
の
改
正
を
踏
ま

え
、
支
給
対
象
年
齢
の
拡
大
の
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。
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◆
◆ 
補
正
予
算 

◆
◆

◆
◆ 

人
　
　
事 

◆
◆

◆
◆ 

意
見
書 

◆
◆

◆
◆ 

請
　
　
願 

◆
◆

◆
◆ 

議
員
提
出
議
案 
◆
◆

議
案
第
53
号

　

�

平
成
30
年
度
上
里
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

議
案
第
58
号

　

�

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

に
つ
い
て

議
案
第
59
号

　

�

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

議
案
第
60
号

　

�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

諮
問
第
１
号

　

�

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

意
見
書
第
２
号

　

�

児
玉
郡
市
に
お
け
る
埼
玉

県
議
会
議
員
選
挙
区
を
見

直
し
児
玉
郡
及
び
本
庄
市

が
同
一選
挙
区
と
な
る
よ
う

求
め
る
意
見
書
（
案
）
に
つ

い
て

請
願
第
１
号

　

�

憲
法
九
条
を
変
え
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願

請
願
第
２
号

　

�

主
要
農
作
物
種
子
法
の
復

活
等
を
も
と
め
る
請
願

意
見
書
第
３
号

　

�

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
堅
持

を
求
め
る
意
見
書（
案
）に

つ
い
て

議
案
第
１
号

　

�

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

設
置
に
つ
い
て

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

原
案
可
決

継
続
審
査

継
続
審
査

原
案
可
決

主
な
事
業

概
要

原
案
可
決

平
成
30
年
度

補
正
予
算（
第
２
号
）

同
意

同
意

同
意

同
意

原
案
可
決

上
里
町
議
会

�

委
員
会
構
成

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　

固
定
資
産
評
価
員
で
あ
る

高
野
正
道
氏
が
平
成
30
年
９
月
24

日
を
も
っ
て
辞
職
し
た
こ
と
に
伴

い
、
後
任
と
し
て
江
原
洋
一
氏
を

選
任
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

公
平
委
員
会
委
員
で
あ
る

赤
沼
輝
生
氏
が
平
成
30
年
９
月
30

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
後
任
と
し
て
坂
本
義
勝
氏
を

選
任
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

教
育
委
員
会
委
員
で
あ
る

清
昌
道
氏
が
平
成
30
年
９
月
30
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
後
任
と
し
て
相
川
崇
樹
氏
を

任
命
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

人
権
擁
護
委
員
で
あ
る
笠

原
洋
子
氏
が
平
成
30
年
12
月
31
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
再
任
の
推
薦
に
意
見
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　
　
　

特
別
委
員
会
を
次
の
と
お

り
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
億
９
８
６
７
万
５
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
９
６
億
７
３
３
５
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
歳
出
の

補
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
他
に
、
平
成
30
年
度
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特

別
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
の
補

正
予
算
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
行
政
改
革
推
進
事
業

�

１
１
２
５
万
４
千
円

・
減
債
基
金
積
立
金

�

１
億
円

・�

教
育
施
設
整
備
基
金
積
立
金

�

２
億
４
千
万
円

・�

中
央
・
長
幡
保
育
園
改
築
事
業

�

１
０
４
３
万
４
千
円

・
農
業
振
興
事
業

�

３
億
５
８
３
４
万
円

１
名
称

　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

２
付
議
事
件

　

�

議
会
基
本
条
例
の
制
定
や
議
会

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
、
議

会
活
性
化
に
向
け
た
諸
課
題
に

つ
い
て
の
調
査
・
研
究

３
委
員
の
定
数

　

�

６
名
（
委
員
会
構
成
は
左
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

４
設
置
期
間

　

�

議
決
の
日
か
ら
調
査
・
研
究
が

終
了
す
る
ま
で

委
員

副
委
員
長

委
員
長

髙
橋
　
勝
利

仲
井
　
静
子

齊
藤
　
　
崇

沓
澤
　
幸
子

植
原
　
育
雄

納
谷
　
克
俊
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総務経済常任委員会 文教厚生常任委員会

認知症サポーターについて
問　�認知症サポーターは累計何人になったか。
答　�平成 29 年度末 1623 人、平成 30 年７月末で 1828
人となっている。

健康促進に関する町の施策は？
問　�団塊世代が 75歳になると医療費や介護費が急増
してくると予想される。町の施策があれば教えて
ほしい。

答　�今年度は、特定健診・がん検診の検診費用を無料
化にした。健康づくりの取組として、健康長寿埼
玉モデル事業で「歩く」ことをメインとした事業
を実施している。生活習慣病予防のため、医師と
連携し、血糖値の高い方への指導も行っている。

町の指定文化財の指定状況は？
問　�町の新しい指定文化財の指定状況はどうか。
答　�昨年 11 月に上里町文化財保護審議委員と「石神社
所蔵の屋台」、「大字嘉美の大欅」、「吉祥院の大日
如来坐像」について指定文化財に向けての調査を
実施した。現在これらの文化財の製作年代や歴史
などの調査を実施しており、この調査の結果をふ
まえ、年内に文化財保護審議委員会に新指定文化
財に向けて審議をお願いしようと考えている。

放課後子供教室について
問　�上里町放課後子供教室のボランティアについて、
以前は確保が難しいという事だったが、現在はど
うか。

答　�現在、52 名の登録をいただいている。ボランティ
アの確保の為、子供との遊び方を学ぶ講座等を実
施し、ボランティア確保に努めてきた。52 名中 41
名が、講座の出身者となっている。

乳児おむつ購入費助成金について
問　�乳児おむつ購入費助成金の申請は、今もレシート
を提出しているのか。

答　�町内事業所で購入したものが対象となるので、レ
シートで確認している。

上里町農村公園について
問　�上里町農村公園が平成29年 11月 19日に供用開
始となったが、農協（直売所）の経営状況は。

答　�開業してからのレジ通過数は、平日で前年対比
87％、休日で 123％、全体では 101％となっている。
初年度については、減価償却とオープニングイベ
ントでの経費があり、赤字になる見込みであるが、
経営については概ね順調である。

自主防災組織について
問　�自主防災組織のモデル指定はどの程度進んでいる
のか。

答　�自衛消防隊は全部で 23 隊ある。総合振興計画でも
モデル地区の指定を目標に掲げており、実現に向
けて地区防災講習会を開催している。

今後の接続率の増加について
問　�今後、下水道の接続率増加は見込めるか。
答　�接続率の急激な増加は見込めない。浄化槽を現状
使用している世帯に新たに加入していただくこと
が難しく、新たな設備投資をしてまで公共下水道
に加入する世帯が非常に少ないのが現状である。

こむぎっち号の無料乗車券交付件数は？
問　�運転免許証自主返納者支援事業について、「こむ
ぎっち号」の無料乗車券を交付した件数と免許返
納者の人数は。

答　�無料乗車券の交付は平成 29 年度（９月１日から）
19件で、免許返納者は平成 29年 76 件であった。

町ホームページのアクセス数は？
問　�町ホームページは業者委託から職員が編集、更新
することになったが、アクセス数の推移はどうなっ
ているか。

答　�月平均 4000 ～ 5000 件だったものが、平成 29 年
度の月平均は 13000 件近くまで上昇している。

総務経済常任委員会による現地視察

文教厚生常任委員会 決算審査風景

主な課題と論点！

平成29年度決算に対する各常任委員会の意見と要望（抜粋）
　決算審査を９月11日から18日までの５日間にわたって行い、担当する課長及び担当職員の出席を
求め、歳入歳出決算書及び付属資料、並びに決算説明書をもとに、各課の決算内容の説明を受けました。

答

問

答

問
答

問

答

問

答

答

答

答

問

問

答

問

答

問

問

問
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平成29年度　決算審査報告　～すべて認定すべきものと決定～

　９月 25 日、各常任委員会における決算審査について、各常任委員長から報告がありましたので、
その一部を紹介します。
　なお、平成 29年度の決算額等については、「広報かみさと 10月号」に詳しく紹介してありますので、
省略します。

　公共交通ネットワーク推進事業は、コミュニ
ティバス「こむぎっち号」について、上里町地
域公共交通活性化協議会を３度開催したとのこ
とでした。「こむぎっち号」については、町民
の利便性が向上するための更なる改善をお願い
したい。
　平成29年度における一般会計の町税収入は
39億5140万5638円で、前年度に比べ7022万
3548円の増収となりました。収納については、
積極的な滞納整理を進めており、滞納繰越分の
徴収率が1.5％上昇して28.5％となり、収入未
済額が大幅に圧縮されています。現年・滞納繰
越を合わせた町税全体の徴収率も、昨年度を
0.5％上回る95.8％となり、順調に推移してい
ます。
　最近、日本各地域で地震や豪雨が発生してお
り、上里町もいつ災害による被害が発生するか
分かりません。そこで、年１回行われている防
災フェスティバルは雨天中止ではなく、順延に
して町民の防災意識を高めることをお願いした
い。また、区長さんを対象にした防災講座や職
員対象の研修会、地区公民館や行政区での防災
講習会を実施していますが、出来るだけ早く自
主防災組織のモデル地区を定め、避難訓練など
を通じて住民の危機管理意識の高揚を図ってい
ただきたい。
　公園管理事業として、神保原駅南街区公園は
平成29年10月21日に開園式典を実施しました。
いつまでも町民が親しめる憩いの場となるよう
適切な管理をお願いしたい。また、29年度は３
号公園の工事に着手しました。早期開園に努め
るとともに既存公園の遊具などのリニューアル
も計画的に実施していただきたい。
　水道事業は平成27年度より業務委託により未
収金対策を実施し、今年度は昨年度と比較し過
年度滞納額が約862万円の減、現年度滞納額は
約158万円の減になりました。今後も引き続き、
水道料金の未納者解消について努力をお願いし
たい。財政状況については、平成30年度が償還
のピークで３億円余りの返済になり、ここ数年
資金繰りが厳しくなるとのことです。今後も安
心安全な水の供給に努めるため、経費の削減、
経営改善に取り組まれるようお願いしたい。

　平成28年度に開始した、「上里町こむぎっち
子育て10のサポート事業」が２年目となりま
した。「乳児おむつ購入費助成事業」など好評
な事業は、引き続き利用者の視点に立ち、効果
的な実施に努めていただきたい。
　児童・生徒の虫歯予防対策の一環として「フッ
化物洗口」を全小中学生を対象に実施しました。
希望者を対象に行った結果、実施率は87.6％で
した。虫歯予防の観点から、保護者のご理解を
いただきながら、フッ化物洗口を引き続き実施
していただきたい。
　図書館利用者の利便性向上のため「ブックポ
スト」を町内の商業施設に設置し、図書館で借
りた書籍等を買い物の際に返却できるサービス
を開始し、利用者も徐々に増えております。今
後も、民間のノウハウを生かした新たな試みや
サービスを、積極的に導入していただきたい。
　母子衛生事業では、少子化対策として、妊婦
歯科健診事業、不妊治療費・不妊検査費の助成
事業を実施していました。めでたく、妊娠され
た方もいたようでしたので、今後も、不育症な
ど、さらに充実できるよう、事業の推進をお願
いしたい。
　国民健康保険特別会計は、平成29年度が、
町の単独保険者となって財政運営を行う最後の
年度となっています。当該年度においても、実
質収支額は黒字となっていますが、単年度の収
支では赤字の状況でありました。被保険者の減
少により、保険給付費が減少傾向にあり、決算
規模は、昨年度より、歳入・歳出ともに小さく
なっているようです。平成30年度からは、国
保の広域化となり、納付金制度に移行いたしま
したが、現行の保険税との兼ね合いなど、県内
の状況を注視して、十分な検討を重ね、慎重に
進めていくことをお願いしたい。
　医療費については年々増加傾向であり、医療
費適正化のため、医療費通知やジェネリック医
薬品の普及促進を行っているようであります
が、高齢化を踏まえ、更なる取り組みについて
期待したい。
　民生委員・児童委員については、高齢化や単
身世帯の増加、貧困など地域の課題は多く、委
員への負担が過重になりかねないことから、活
動しやすい環境づくり、支援体制づくりをお願
いしたい。

総務経済常任委員会
� 委員長　猪岡　壽

文教厚生常任委員会
� 委員長　髙橋　仁
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映像配信

一般質問

整備が待たれるリバーサイドロード

猪岡　壽

責任を持って効率的に執行する

問 30年度予算について町長は

山
下
町
長
と
30
年
度
予

算
に
つ
い
て

中
学
生
の
学
力
向
上
に

つ
い
て

質問 ２質問

山
下
町
長
の
選
挙
公
約

に
つ
い
て

問　
６
月
定
例
議
会
の
中
で
、
山

下
町
長
が
「
30
年
度
予
算
は
私
が

作
っ
た
予
算
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

と
発
言
し
た
真
意
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答　

30
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

関
根
前
町
長
が
在
任
中
に
組
み
上

げ
た
も
の
で
、
私
は
予
算
編
成
に

携
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
申
し

上
げ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
議
会
の

議
決
を
賜
っ
た
予
算
で
あ
る
の
で
、

責
任
を
持
っ
て
効
率
的
に
執
行
し

て
い
く
。

問　
深
谷
市
で
は
今
年
度
か
ら
、

英
検
、
数
検
の
検
定
費
用
を
全
額

補
助
す
る
事
業
を
予
算
化
し
た

が
、
教
育
長
の
考
え
は
。

答　

教
育
長　
英
語
や
数
学
の
学

力
向
上
は
不
可
欠
で
あ
り
、
検
定

料
の
内
容
や
実
施
方
法
な
ど
先
進

地
域
の
情
報
を
参
考
に
し
て
、
前

向
き
に
検
討
す
る
。

※
こ
の
他
に
、こ
む
ぎ
っ
ち
バ
ス
、

か
み
さ
と
荘
の
風
呂
の
復
活
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

問　
既
に
手
掛
け
て
い
る
道
路
整

備
に
つ
い
て
は
早
期
に
完
成
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
手

掛
け
る
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ロ
ー
ド
、

三
田
中
通
り
線
、
神
保
原
駅
北
口

ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
は
ど
の
よ
う

な
順
序
で
手
掛
け
る
の
か
。

答　

財
源
及
び
人
員
に
限
り
が
あ

る
中
で
、
現
在
の
事
業
箇
所
の
進

答

質問 １質問

質問 ３質問

展
を
踏
ま
え
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
現
在
の
下
水
道
事
業
が
厳
し

い
経
営
の
中
で
、
七
本
木
地
区
へ

の
事
業
拡
大
は
如
何
な
も
の
か
。

答　

七
本
木
地
区
は
人
口
密
集
地

で
、
住
民
の
多
く
の
ニ
ー
ズ
も
あ

る
の
で
、
下
水
道
整
備
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
現
況
の
経
営
状
況

の
改
善
を
図
り
な
が
ら
慎
重
に
進

め
て
い
く
。

問　
救
急
治
療
に
特
化
し
た
総
合

病
院
を
誘
致
す
る
件
に
つ
い
て
。

答　

県
の
医
療
計
画
で
定
め
る

ベ
ッ
ド
数
の
問
題
も
あ
る
の
で
、

地
元
医
師
会
等
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
取
り
組
む
。

問　
町
単
位
の
誘
致
は
財
政
上
難

し
い
。
本
庄
児
玉
広
域
で
公
立
病

院
の
誘
致
を
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
。

答　

本
庄
市
・
児
玉
郡
３
町
の
首

長
同
士
が
話
合
い
を
す
る
機
会
が

あ
る
の
で
、
各
首
長
の
考
え
方
を

方
向
づ
け
て
い
き
た
い
。

問　
神
保
原
駅
舎
を
複
合
化
し
、

橋
上
駅
舎
に
す
る
と
い
う
計
画
に

つ
い
て
そ
の
費
用
は
。

答　

駅
に
付
加
価
値
を
付
け
利
便

性
を
向
上
さ
せ
れ
ば
、
定
住
人
口

の
増
加
に
繋
が
る
と
考
え
た
が
、

莫
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
の
で
、
Ｊ
Ｒ
と
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問　
給
食
費
の
無
償
化
を
す
る
に

は
毎
年
１
億
円
以
上
の
財
源
が
必

要
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
無
償
化
す
る
の
か
。

答　

来
年
度
予
算
に
学
校
給
食
費

無
償
化
を
ど
の
程
度
盛
り
込
む
か

に
つ
い
て
は
、
本
庄
市
等
と
調
整

し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

問　
山
下
町
長
は
選
挙
期
間
中
、

長
幡
保
育
園
の
存
続
を
積
極
的
に

取
り
組
む
政
策
を
掲
げ
た
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　

長
幡
保
育
園
が
な
く
な
る
と

長
幡
地
区
の
保
育
園
利
用
保
護
者

の
方
々
が
不
便
に
な
る
た
め
、
統

廃
合
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
た
。検
証
の
結
果
、

町
内
民
間
保
育
所
の
整
備
状
況
や

将
来
の
児
童
数
の
推
移
な
ど
か
ら

統
合
は
や
む
を
得
な
い
と
判
断
し

た
。

問　
長
幡
地
区
の
住
民
は
存
続
に

期
待
を
持
っ
て
い
た
と
思
う
が
。

答　

今
後
、
長
幡
地
区
の
皆
さ
ん

に
は
、
保
育
園
跡
地
利
用
や
企
業

誘
致
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
り
ご

相
談
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

答

答答

答 答 答答

答 答

答 問問

問問問

問 問問

問 問

かみさと議会だより
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映像配信

一般質問
飯塚　賢治

来年度の導入に向けて前向きに検討していきたい

問 乳幼児健診アンケートに白色瞳孔を追加できないか

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て

乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
小
児

が
ん
の
早
期
発
見
に
つ
い
て

不
育
症
の
周
知
や
患
者

支
援
の
推
進
に
つ
い
て

新
し
い
婚
活
支
援
事
業

に
つ
い
て

中
小
企
業
の
設
備
投
資

を
促
す
制
度
に
つ
い
て

問　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
充
実
に
よ
り
、継

続
的
な
評
価
、点
検
を
強
化
す
る

こ
と
や
、セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に

関
す
る
情
報
公
表
な
ど
町
民
の
皆

様
に
わ
か
り
や
す
く
、且
つ
機
能
強

化
を
図
っ
て
い
く
事
に
つ
い
て
。

答　
セ
ン
タ
ー
の
増
設
や
ブ
ラ
ン
チ

設
置
を
検
討
し
て
お
り
、
相
談
機

能
の
充
実
の
た
め
来
年
度
の
採
用

に
向
け
、
保
健
師
１
名
の
増
員
を

計
画
し
て
い
る
。
町
民
への
情
報
公

表
は
、
ホ
ー
ム
ペー
ジ
、
広
報
に
掲

載
す
る
。
当
町
の
高
齢
者
を
取
り

巻
く
現
状
を
十
分
に
把
握
し
、
セ

ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
進
め
て
い

く
。

問　
今
後
、増
え
て
い
く
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
く
た
め
に
町
が
中
心
に

な
っ
て
企
画
立
案
し
て
、
ボ
ラ
ン

ティ
ア
の
発
掘
や
養
成
、組
織
化
と

い
う
も
の
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

平
成
27
年
度
か
ら
生
活
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、

現
在
78
名
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

活
動
の
場
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す

問　
網
膜
芽
細
胞
腫
は
白
色
瞳
孔

や
斜
視
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
の

問　
不
育
症
を
知
り
適
正
な
検
査

や
治
療
を
す
れ
ば
、
多
く
の
命
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
。
不
育
症
に

悩
む
方
に
対
し
て
正
確
な
情
報
を

提
供
し
て
、
心
理
的
な
相
談
を
行

う
、
患
者
支
援
の
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
る
が
。

問　
過
去
１
９
０
０
組
以
上
の
婚

姻
実
績
を
有
し
て
内
閣
府
の
表
彰

を
受
け
た
い
ば
ら
き
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を

学
ん
で
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｌ
を
設
立

し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
県
北
地

域
に
で
き
る
こ
と
を
願
う
が
。

答　

県
の
事
業
と
し
て
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ

Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、

上
里
町
も
こ
の
事
業
と
連
携
し
て

い
き
た
い
。
県
内
３
ケ
所
あ
り
、

窓
口
の
一
つ
に
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
本
庄
が
は
に
ぽ
ん
プ
ラ

ザ
内
に
設
置
さ
れ
た
。
上
里
町
は

本
セ
ン
タ
ー
に
加
入
し
、
県
か
ら

支
援
を
受
け
な
が
ら
婚
活
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問　
も
の
づ
く
り
サ
ー
ビ
ス
補
助

金
と
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
の
追
加
の

申
請
受
付
が
あ
る
が
、
対
象
企
業

に
対
し
ど
の
よ
う
に
情
報
提
供
し

て
い
く
の
か
。

答　

こ
の
制
度
を
よ
り
多
く
の

事
業
者
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、

商
工
会
と
協
力
し
中
小
企
業
及

び
個
人
事
業
者
に
対
し
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、

商
工
会
職
員
と
定
期
的
に
企
業
訪

問
を
行
い
、制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

答

質問 １質問

質問 ３質問

質問 ４質問

質問 ５質問

質問 ２質問 が
、
活
動
は
18
名
と
少
な
い
の
が

実
情
で
す
。
今
年
度
か
ら
小
学
校

区
単
位
で
住
民
の
支
え
合
い
活
動
、

生
活
支
援
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
ち
ょっ
と
し
た
困
り
事
が

地
域
で
解
決
で
き
る
よ
う
な
地
域

づ
く
り
を
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に

進
め
て
い
き
た
い
。

で
、
乳
幼
児
健
診
の
医
師
検
診
ア

ン
ケ
ー
ト
の
目
の
項
目
に
白
色
瞳

孔
を
追
加
で
き
な
い
か
。

答　

乳
幼
児
健
診
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
白
色
瞳
孔
に
関
す
る
質
問
を
追

加
す
る
こ
と
は
、
保
護
者
が
丁
寧

に
お
子
さ
ん
を
観
察
し
、
疾
病
の

早
期
発
見
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
も
期
待
さ
れ
る
の
で
、
来
年
度

か
ら
の
導
入
に
向
け
て
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

答　

不
育
症
の
検
査
費
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
助
成
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
不
育
症
の
方
の
気
持

ち
に
寄
り
添
う
対
応
を
す
る
と
と

も
に
、
正
確
な
情
報
を
提
供
し
、

心
理
的
な
負
担
が
軽
減
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

答答

答

答

答答

問問

問 問

問

問
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映像配信

一般質問

ごみの減量化対策を（宇部市HPより）

仲井　静子

企業誘致の中で雇用と共に給与水準を上げてい
きたい

問 女性の貧困の要因は非正規雇用

貧
困
対
策
に
つ
い
て

ご
み
の
減
量
化
対
策
と
そ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
女
性
が
貧
困
に
陥
る
要
因
は

多
種
多
様
で
す
が
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
母
子
家
庭
は
、
特
に
貧

困
に
陥
り
易
い
。
そ
の
大
き
な
要

因
と
し
て
、
母
親
が
働
い
て
い
る

母
子
家
庭
の
47
％
が
非
正
規
雇
用

で
年
収
も
平
均
１
８
１
万
円
。
非

正
規
社
員
は
賃
金
が
低
く
、
雇
用

が
不
安
定
。
母
親
の
大
半
が
こ
の

非
正
規
雇
用
で
す
。

答　

全
国
の
母
子
世
帯
の
平
均

年
間
所
得
額
は
２
５
０
万
円
前

後
。
全
世
帯
の
平
均
年
間
所
得
額

５
５
０
万
円
前
後
と
は
大
き
な
差

が
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
多
く
の
母
子
世
帯
は
経

済
的
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
も
の
と
推
測
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
私
自
身
も
母
子
家
庭
を
含
め

た
女
性
の
雇
用
を
、
非
正
規
も
含

め
て
改
善
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

問　
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
非
正

規
雇
用
の
女
性
を
、
町
は
ど
の
よ

う
に
、
相
談
か
ら
自
立
に
つ
な
げ

問　
上
里
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
ラ

ン
キ
ン
グ
は
、
埼
玉
県
内
63
市
町

村
で
は
、
50
位
の
20
％
と
依
然
低

く
、
な
か
な
か
目
に
見
え
た
改
善

が
図
ら
れ
て
い
な
い
。
各
自
治
体

が
真
剣
に
取
り
組
め
ば
、
ま
だ
ま

だ
減
少
さ
せ
る
余
地
が
あ
る
の
で

は
。
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
だ
け
で
は
周
知
不
十
分
。
人
の

集
ま
る
場
所
へ
職
員
が
出
向
き
、

答

質問 １質問

質問 ２質問

る
か
。
こ
の
取
り
組
み
が
非
常
に

重
要
と
考
え
る
。

答　

非
正
規
雇
用
の
女
性
の
自
立

支
援
は
、
埼
玉
県
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

Ｙ

ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
内
の
女
性
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
就
労
支
援
を
案
内
し

て
い
る
。
女
性
の
自
立
が
実
現
す

る
事
は
、
貧
困
の
連
鎖
解
消
に
結

び
つ
く
為
、
今
後
は
、
就
労
支
援

情
報
な
ど
自
立
を
考
え
る
機
会
を

定
期
的
に
提
供
す
る
。

問　
県
南・県
北
の
所
得
格
差
は
。

答　

平
成
30
年
５
月
公
表
の
一
人

当
た
り
の
市
町
村
所
得
は
、
さ
い

た
ま
地
域
が
３
７
５
万
４
千
円
に

対
し
、
上
里
町
は
２
４
１
万
１
千

円
と
格
差
が
あ
る
。
格
差
の
是
正

対
策
は
今
後
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　
町
の
母
子
家
庭
の
実
態
は
。

答　

平
成
30
年
６
月
１
日
現
在
、

母
子
家
庭
の
児
童
・
生
徒
数
の
割

合
は
11.3
％
。
平
成
27
年
度
国
勢
調

査
で
は
、
埼
玉
県
母
子
家
庭
の
児

童
・
生
徒
数
の
割
合
は
4.8
％
で
あ

る
こ
と
か
ら
上
里
町
は
、
高
い
状

況
。

問　
町
と
し
て
、
子
ど
も
の
貧
困

の
連
鎖
を
食
い
止
め
る
取
組
み
と

ゴ
ミ
の
減
量
化
（
分
別
収
集
）
の

説
明
協
力
依
頼
を
お
願
い
し
て

は
。

答　

確
か
に
広
報
だ
け
で
は
周
知

は
不
十
分
。
町
民
が
ゴ
ミ
の
出
し

方
・
減
量
化
を
ど
う
や
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
、
見
え
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。
今
後
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
「
ご
み
ゼ
ロ
」
に
取
り

組
む
の
で
、
住
民
と
の
対
話
の
中

で
周
知
さ
せ
る
改
善
等
も
や
っ
て

い
き
た
い
。

問　

公
共
施
設
に
分
別
Ｂ
Ｏ
Ｘ

を
。

答　

本
庄
市
の
例
も
参
考
に
し
、

環
境
美
化
に
取
り
組
む
所
存
で

す
。
担
当
課
も
含
め
て
、
検
討
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

支
援
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

現
在
、
町
の
貧
困
状
況
を
把

握
し
、
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

為
に
、
子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る

実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。（
教

育
関
連
・
生
活
関
連
）
調
査
実
施

後
は
、
集
計
分
析
を
行
い
、
子
ど

も
た
ち
に
必
要
な
支
援
と
、
実
現

の
可
能
性
を
整
理
し
た
い
。
国
の

「
地
域
子
ど
も
の
未
来
応
援
交
付

金
」
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
ひ

と
り
親
世
帯
や
生
活
困
窮
世
帯
を

も
対
象
と
す
る
総
合
的
支
援
策
を

展
開
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

答

答 答 答

答

答答

問問

問問問

問

問

かみさと議会だより
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映像配信

一般質問

遊具周辺の芝について検討を

髙橋　勝利

賀美小学校区域をモデル地区として推進

問 高齢者がいきいき生活出来る環境整備を

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

下
水
道
及
び
雨
水
対
策

に
つ
い
て

烏
・
神
流
川
総
合
運
動

公
園
に
つ
い
て

問　
最
近
、
高
齢
者
の
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。大
き
な
原
因
は
、

ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
間

違
え
る
事
故
で
あ
り
、
町
で
も
免

許
証
返
納
に
こ
だ
わ
ら
ず
80
歳
以

上
の
高
齢
者
に
対
し
、
こ
む
ぎ
っ

ち
バ
ス
の
無
料
乗
車
券
、
電
話
予

約
な
ど
を
導
入
し
、
町
長
が
唱
え

て
き
た
「
お
年
寄
り
を
大
事
に
す

る
事
」
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

答　

運
転
免
許
証
の
返
納
が
あ
っ

た
場
合
町
で
は
、
29
年
か
ら
運
転

免
許
証
自
主
返
納
者
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主

返
納
し
た
方
を
対
象
に
１
年
間
有

効
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料

乗
車
券
の
交
付
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

問　
毎
日
い
き
い
き
し
た
生
活
が

出
来
る
環
境
整
備
は
。

答　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、
移
動
支
援
や
買
い
物
支
援

な
ど
の
福
祉
有
償
運
送
や
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
所
で

ご
ざ
い
ま
す
。
料
金
無
償
化
に
つ

問　
三
田
中
通
り
な
ど
、
町
に
は

側
溝
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
所
が

多
く
あ
る
。
整
備
さ
れ
て
い
な
い

所
な
ど
ど
こ
ま
で
把
握
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答　

議
員
指
摘
の
と
お
り
町
に
側

溝
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が

あ
り
ま
す
。
側
溝
の
整
備
は
、
放

流
先
が
な
く
て
は
効
果
が
な
く
、

放
流
先
が
な
い
場
所
に
つ
い
て
は

未
整
備
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
町
長
は
６
月
以
降
三
田
中
通

り
の
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

検
証
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
指
示

を
行
っ
て
き
た
の
か
。　

答　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
時
に
現
場
確
認

を
行
い
、
担
当
職
員
に
も
現
場
確

認
を
さ
せ
ま
し
た
。
周
辺
の
調
節

池
は
、
計
画
さ
れ
た
区
域
に
降
っ

た
雨
水
の
み
の
受
け
皿
と
な
っ
て

い
ま
す
。

答

質問 １質問

質問 ２質問

問　
３
月
定
例
議
会
に
於
い
て
前

町
長
は
、
総
合
運
動
公
園
利
用
団

体
に
つ
い
て
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
答
弁

し
た
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

答　

専
用
コ
ー
ス
以
外
の
場
所
で

も
手
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

問　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

場
に
つ
い
て
、
神
川
町
、
美
里

町
、
本
庄
市
は
町
の
施
設
と
し
て

管
理
し
て
い
る
が
、
町
の
管
理
で

な
い
の
は
上
里
町
だ
け
で
す
。
町

長
は
、
総
合
運
動
公
園
の
整
備
を

掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、
町
と
し
て

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
を

作
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

答　

活
動
場
所
の
確
保
と
、
烏
・

神
流
川
総
合
運
動
公
園
の
位
置
づ

質問 ３質問

い
て
バ
ス
を
利
用
し
な
い
方
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、料
金
面
よ
り
、

利
便
性
の
確
保
が
優
先
さ
れ
て
い

ま
す
。

問　
日
産
化
学
駐
車
場
隣
の
調
節

池
は
利
用
で
き
な
い
の
か
。

答　

駅
南
区
画
整
理
事
業
内
の
雨

水
を
抑
制
す
る
為
の
も
の
で
あ

り
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

け
の
中
で
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場

所
は
、
草
を
刈
り
こ
ん
で
も
す
ぐ

に
草
が
伸
び
て
し
ま
い
こ
の
付
近

で
は
家
族
連
れ
や
子
供
た
ち
が
遊

べ
な
い
。一度
全
部
を
更
地
に
し
て

野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
を
植
え
れ

ば
一定
の
時
期
が
来
れ
ば
快
適
な

場
所
に
な
り
幼
稚
園
な
ど
の
ピ
ク

ニ
ッ
ク
な
ど
に
有
効
に
使
え
る
の

で
は
な
い
か
。

答　

議
員
指
摘
の
遊
具
広
場
へ
の

芝
の
張
替
え
に
つ
い
て
は
今
後
、

試
験
的
に
施
工
す
る
な
ど
芝
の
養

生
方
法
も
含
め
て
検
討
し
、
快
適

な
公
園
と
な
る
よ
う
改
善
し
て
ま

い
り
ま
す
。

答

答

答

答答答

答

答 問

問問問

問

問問

問
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映像配信

一般質問

整備が待たれる神保原停車場線

沓澤　幸子

任期中に全身全霊でやっていきたい

問「駅北の町づくり」について合意形成を

駅
北
の
町
づ
く
り
に
つ

い
て

問　
神
保
原
駅
前
の
旧
ト
ラ
イ
ア

ル
跡
地
の
場
外
馬
券
売
り
場
設
置

計
画
に
つ
い
て
、
町
長
の
目
指
す

町
づ
く
り
と
し
て
ど
う
か
。

答　

設
置
計
画
の
詳
細
は
、
正
式

に
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
元

住
民
と
の
合
意
形
成
の
有
無
や
周

辺
地
域
及
び
町
に
対
す
る
影
響
を

分
析
し
検
討
し
た
い
。
通
学
路
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
果
た
し
て
ど

う
か
と
い
う
感
じ
は
も
っ
た
。

問　
神
保
原
駅
か
ら
国
道
17
号
ま

で
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
神
保

原
地
域
で
は
要
望
署
名
が
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。
県
に
要
望
し
た
結

果
と
町
長
の
決
意
は
。

答　

８
月
23
日
に
県
に
要
望
を
行

な
っ
た
。
上
里
の
顔
で
あ
り
な
が

ら
い
ま
だ
未
整
備
と
の
認
識
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
県
が
今
後
整
備

す
べ
き
と
位
置
づ
け
る
よ
う
町
全

体
で
検
討
し
た
い
。

問　
旧
ト
ラ
イ
ア
ル
跡
地
は
、
駅

北
の
活
性
化
に
重
要
な
場
所
で
あ

り
、
道
路
整
備
と
合
わ
せ
、「
駅

問　
２
０
２
０
年
度
か
ら
、
小
学

校
の
英
語
が
教
科
に
な
り
ま
す
。

現
在
も
４
～
６
年
生
は
、
週
３
日

は
６
コ
マ
授
業
で
す
。
放
課
後
の

時
間
が
減
る
こ
と
は
、
児
童
の
健

全
な
発
達
を
保
障
す
る
点
か
ら
も

問
題
で
す
。
教
員
も
過
重
労
働
の

上
に
英
語
研
修
が
増
加
し
ま
す
。

ど
う
考
え
ま
す
か
。

答　

教
育
長　
昨
年
度
、
教
育
課

程
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
１

答

質問 １質問

教
育
問
題
に
つ
い
て

質問 ２質問 北
の
町
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
住

民
の
合
意
形
成
に
向
け
た
協
議
会

を
作
っ
て
は
。

答　

４
年
の
任
期
の
中
で
、
全
身

全
霊
で
協
議
会
を
つ
く
っ
て
や
っ

て
い
き
た
い
。

コ
マ
授
業
を
行
う
６
時
間
目
を
設

定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
放
課

後
の
時
間
が
奪
わ
れ
る
の
は
ご
指

摘
の
通
り
で
す
が
、
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
重
要
で
す
。

※
１
コ
マ
は
45
分
授
業

問　
体
育
館
は
、
文
化
発
表
会
や

日
々
の
部
活
動
、
災
害
時
の
避
難

所
で
も
あ
り
エ
ア
コ
ン
設
置
が
必

要
で
は
。

答　

設
置
に
か
か
る
費
用
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
具
体
的
に
試
算

し
て
検
討
し
た
い
。

　

教
育
長　
熱
中
症
予
防
策
と
し

て
は
有
効
と
考
え
る
が
、
財
政
負

担
も
大
き
い
の
で
慎
重
に
判
断
し

な
け
れ
ば
と
考
え
る
。
小
・
中
学

校
の
校
舎
の
老
朽
化
対
策
を
優
先

さ
せ
た
い
。

問　
「
ひ
ざ
つ
き
無
言
清
掃
」
の

「
無
言
」
に
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。

自
主
性
を
尊
重
し
、
場
を
わ
き
ま

え
た
行
動
が
出
来
る
よ
う「
無
言
」

は
強
調
し
な
い
よ
う
に
。

答　

教
育
長　
清
掃
活
動
は
重
要

な
教
育
活
動
で
す
。
集
中
し
て
清

掃
し
て
い
く
中
で
、
自
然
に
無
言

と
言
う
状
態
に
な
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
人
間
形
成
に
役
立
つ
活

動
と
考
え
ま
す
。

問　
上
里
町
の
奨
学
金
制
度
に
所

得
制
限
が
導
入
さ
れ
て
7
年
間
、

不
承
認
は
17
人
で
、
申
込
件
数
も

減
少
し
て
い
ま
す
。
学
ぶ
意
欲
の

あ
る
学
生
が
借
り
や
す
い
制
度
に
。

答　

継
続
し
て
制
度
の
改
善
を
検

討
し
た
い
。

　

教
育
長　
健
全
な
奨
学
金
制
度

の
運
営
を
確
保
し
つ
つ
、
近
隣
市

町
村
の
動
向
も
踏
ま
え
、
制
度
の

改
善
点
を
検
討
し
た
い
。

問　

県
は
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ス

ポ
ー
ト
事
業
【
困
窮
世
帯
の
小
学

生
向
け
学
習
・
生
活
支
援
教
室
の

開
設
】」
を
モ
デ
ル
実
施
し
て
い

ま
す
。
町
も
、
中
学
3
年
生
対
象

の
「
学
力
ア
ッ
プ
教
室
」
に
続
き
、

小
学
３
年
生
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
に

取
り
組
む
考
え
は
。

答　

教
育
長　
小
学
生
の
学
習
支

援
は
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

専
門
知
識
や
教
育
技
術
を
備
え
た

人
材
確
保
が
課
題
。
し
か
し
、
多

角
的
・
多
面
的
に
検
討
し
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
貧
困
調
査
の
進
捗

状
況
も
質
問
し
ま
し
た
。

答答

答

答

答 答

答

答

問問問

問

問

問 問

問

かみさと議会だより
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映像配信

一般質問

ゴミ分別推進委員（仮称）の配置を

公民館長の選任方法の再考を

齊藤　崇

検討していきたい

問 町も観光協会を設立しては

公
民
館
長
の
選
任
、
選

任
方
法
に
つ
い
て

問　
現
在
、
公
民
館
長
の
選
任
に

つ
い
て
は
役
場
職
員
、
学
校
教
職

員
を
リ
タ
イ
ア
し
た
人
を
採
用
し

て
い
る
事
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
。
ど
の
よ
う
な
基
準
で
館
長
を

選
任
し
て
い
る
の
か
。

答　

教
育
長　
地
域
に
精
通
し
て

い
る
人
、
社
会
教
育
に
対
し
て
知

識
や
経
験
を
有
す
る
人
、
週
３
日

程
度
勤
務
が
可
能
な
人
な
ど
で
地

域
か
ら
情
報
を
得
て
選
定
し
て
い

る
。

答

質問 １質問

１
市
３
町
で
観
光
協
会
が

な
い
の
は
上
里
町
だ
け

質問 ２質問

ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て

質問 ３質問 を
来
訪
で
き
る
準
備
が
整
っ
た
と

考
え
、
観
光
協
会
設
立
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

問　
観
光
協
会
を
設
立
す
る
こ
と

に
よ
り
来
訪
者
が
増
え
、
観
光
資

源
の
掘
り
起
こ
し
、
町
の
活
性
化

に
起
因
す
る
の
で
は
。

答　

観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
な

ど
に
つ
い
て
は
町
が
主
体
的
に
考

え
、
事
業
の
継
続
性
、
経
済
性
を

考
慮
し
、
上
里
町
な
ら
で
は
の
手

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
町
で
は
こ
れ
ま
で
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ

た
が
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
開
通
し
た
こ
と
か
ら
、
高

速
道
路
利
用
者
が
気
軽
に
上
里
町

問　
昨
年
10
月
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
ラ
ベ
ル
を
剥
が
し
て
出
す
こ
と

に
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。ま
た
、

ま
だ
ま
だ
ゴ
ミ
の
分
別
が
徹
底
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
特

に
不
燃
物
と
資
源
ゴ
ミ
の
分
別
で

問　
今
後
、
公
民
館
長
の
選
定
方

法
を
変
え
て
い
く
考
え
は
あ
る
の

か
。

答　

教
育
長　

平
成
32
年
度
よ

り
、
国
の
制
度
が
改
正
さ
れ
特
別

職
非
常
勤
職
員
の
定
義
が
厳
格
化

さ
れ
、
公
民
館
長
選
任
に
つ
い
て

も
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
で

検
討
し
て
い
く
。

す
。
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
、

町
民
の
意
識
が
定
着
す
る
ま
で
ゴ

ミ
分
別
推
進
委
員
（
仮
称
）
を
配

置
し
て
は
。

答　

ゴ
ミ
分
別
推
進
委
員（
仮
称
）

の
配
置
は
、
環
境
衛
生
委
員
の
末

期
の
活
動
と
類
似
す
る
よ
う
な
点

を
考
え
る
と
、
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
ゴ
ミ
分
別
推
進
委

員
（
仮
称
）
を
配
置
す
る
場
合
に

は
、
委
員
さ
ん
を
地
域
か
ら
選
出

し
て
頂
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
区

長
さ
ん
等
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

答

答答

答

問

問 問

問
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映像配信

一般質問
納谷　克俊

公社理事会で解散に向けた議論が進むと考えて
いる

問 上里町土地開発公社の今後のあり方は

存
在
意
義
が
薄
れ
つ
つ
あ

る
土
地
開
発
公
社
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て

問　
土
地
開
発
公
社
は
「
公
有
地

の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
町
の
全
額
出
資
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
特
別
法
人
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
の
計

画
的
な
推
進
及
び
財
政
負
担
の
抑

制
を
果
た
す
た
め
、
町
か
ら
の
公

共
用
地
の
先
行
取
得
依
頼
に
基
づ

き
、
迅
速
か
つ
柔
軟
に
用
地
取
得

を
行
な
い
、
町
の
事
業
計
画
の
進

捗
に
あ
わ
せ
て
町
に
売
却
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
計
画
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
で
は
上

里
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
周
辺
地
区
整

備
事
業
に
お
け
る
産
業
団
地
の
造

成
・
分
譲
に
よ
り
税
収
増
・
雇
用

の
創
出
に
つ
な
が
る
大
き
な
成
果

を
上
げ
た
と
認
識
を
し
て
お
り
ま

す
。

　
一
方
、
近
年
の
社
会
情
勢
の
変

化
、
と
り
わ
け
地
価
の
下
落
傾

向
、
普
通
建
設
事
業
の
計
画
等
に

よ
り
、
土
地
の
先
行
取
得
の
必
要

答

質問 １質問

性
が
少
な
く
、
土
地
開
発
公
社
そ

の
も
の
の
存
在
意
義
が
薄
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
実
際
に
昨
年
度
に
お
い
て
は
先

行
取
得
、
公
有
用
地
売
却
、
事
業

用
地
売
却
の
実
績
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
土
地

開
発
公
社
で
は
上
里
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
周
辺
地
区
整
備
事
業
用
地
と

し
て
１
７
５
８
．
６
６
㎡
の
造
成

済
み
の
土
地
を
保
有
し
て
お
り
、

そ
の
多
く
が
産
業
団
地
Ｂ
区
画
の

残
地
で
あ
り
、
今
後
も
売
却
に
向

け
て
の
交
渉
、
用
地
の
管
理
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
産
業
団
地
分
譲
時
に
お

け
る
土
地
売
買
契
約
の
特
約
に
関

す
る
規
定
に
つ
い
て
も
土
地
開
発

公
社
の
今
後
に
つ
い
て
拘
束
さ
れ

る
の
か
と
考
え
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
内
容
も
踏
ま
え

て
、
町
と
し
て
土
地
開
発
公
社
を

今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
お
考
え

を
伺
い
ま
す
。

答　

昭
和
47
年
制
定
の
公
有
地
の

拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
い
て
、
上
里
町
に
お
い
て
も
昭

和
48
年
５
月
に
土
地
開
発
公
社
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
価
の
高
騰
や
土
地
利
用
の
乱

用
な
ど
に
よ
り
、
公
共
用
地
の
取

得
が
困
難
で
あ
っ
た
高
度
経
済
成

長
期
や
バ
ブ
ル
期
に
お
い
て
は
、

全
国
的
に
土
地
開
発
公
社
の
有
益

性
が
発
揮
さ
れ
、
公
共
事
業
の
推

進
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
現
在
に
お
い
て

は
地
価
高
騰
期
に
取
得
し
た
用
地

が
公
共
事
業
の
遅
延
な
ど
に
よ
り

不
良
債
権
化
す
る
な
ど
、
土
地
開

発
公
社
の
あ
り
方
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
埼
玉

県
に
よ
る
土
地
開
発
公
社
に
関
す

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
毎
年
行
わ
れ
て

お
り
、
上
里
町
も
早
期
解
散
に
向

け
指
導
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

幸
い
に
し
て
、
上
里
町
土
地
開

発
公
社
で
は
不
良
債
権
化
し
た
土

地
は
無
く
、
現
在
、
公
社
の
所
有

す
る
土
地
は
上
里
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
周
辺
地
区
整
備
事
業
に
よ
る
産

業
団
地
１
７
５
８
㎡
ほ
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
産
業
団
地
の
売
却
が
終
了

し
た
場
合
は
土
地
開
発
公
社
の
事

業
が
完
了
と
な
る
わ
け
で
、
土
地

開
発
公
社
の
理
事
会
で
解
散
に
向

け
た
議
論
が
進
め
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
上
里
町
に
ふ
さ
わ

し
い
土
地
開
発
公
社
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
十
分
に
議
論
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

答

問
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映像配信

一般質問

神保原駅北口の街路燈

髙橋　茂雄

快適な住環境の確保に努めてまいりたい

問 環境問題について

生
け
垣
に
つ
い
て

土
地
改
良
区
の
未
収
金

に
つ
い
て

街
路
燈
に
つ
い
て

問　
生
け
垣
に
つ
い
て
で
す
が
、

空
家
や
高
齢
に
な
り
、
生
け
垣
が

伸
び
放
題
で
道
路
に
は
み
出
し
た

り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
か
ぶ
さ
っ

た
り
し
て
い
て
大
変
危
険
な
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う

な
対
策
を
し
て
い
く
の
か
。

答　

生
け
垣
が
伸
び
て
道
路
や
交

通
安
全
施
設
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
場
合
は
、
土
地
や
家
屋
の
所

有
者
に
適
正
に
管
理
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、通
知
を
送
付
し
た
り
、

直
接
話
を
し
て
剪
定
の
お
願
い
を

し
て
い
る
。

　

空
家
の
所
有
者
が
遠
方
に
居
住

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
や
町
内
の
造
園
業

者
を
紹
介
し
て
い
る
。
今
後
も
、

町
道
や
交
通
安
全
施
設
の
適
正
管

理
並
び
に
快
適
な
住
環
境
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　
土
地
改
良
区
の
未
収
金
に
つ

い
て
で
す
が
、
平
成
30
年
３
月

31
日
現
在
に
お
い
て
、
多
額
の

未
集
金
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

未
収
金
が
９
８
４
万
２
５
９
１

円
、
年
々
増
え
続
け
て
お
り
ま

す
。
平
成
29
年
５
月
31
日
に
は

９
６
１
万
４
２
９
１
円
で
し
た
。

問　
街
路
燈
と
い
っ
て
も
ネ
オ
ン

で
す
が
、
昭
和
45
年
か
ら
47
年
ご

ろ
、
笠
が
１
灯
式
の
オ
レ
ン
ジ
の

街
路
燈
、
そ
の
後
昭
和
62
年
に

笠
が
２
灯
式
の
青
い
街
路
燈
を

１
５
０
本
設
置
し
て
、
そ
の
後
平

成
16
年
に
50
本
建
て
替
え
ま
し

た
。
残
り
１
０
０
本
現
存
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ポ
ー
ル
が
倒

れ
た
り
し
た
ら
大
変
危
険
で
す
。

町
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て
。

答　

神
保
原
駅
北
口
に
商
業
施
設

が
開
業
す
る
の
に
合
わ
せ
、
町
商

業
の
活
性
化
と
防
犯
の
目
的
で

１
５
０
基
の
街
路
燈
が
商
業
施
設

周
辺
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

平
成
16
年
に
は
、
昭
和
62
年
に
整

備
し
た
街
路
燈
が
老
朽
化
し
撤
去

す
る
事
業
者
も
目
立
ち
始
め
た
こ

と
か
ら
、
町
内
事
業
者
の
活
性
化

を
目
的
に
50
基
の
街
路
燈
が
新
た

に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
に
は
、
そ
れ
以
前
、
昭
和

44
年
か
ら
47
年
に
商
工
会
員
が
設

置
し
た
街
路
燈
も
あ
る
よ
う
で
、

設
置
か
ら
50
年
近
く
経
過
し
、
老

朽
化
に
よ
り
支
柱
が
腐
食
し
て
い

る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

答

質問 １質問

質問 ３質問

質問 ２質問

ま
た
、
世
代
が
代
わ
っ
て
加
入
し

た
と
き
に
、
土
地
や
畑
を
所
有
し

て
い
る
の
も
知
ら
な
い
人
が
増
え

た
と
き
に
、
賦
課
金
を
徴
収
し
よ

う
と
し
て
も
、徴
収
出
来
な
い
し
、

未
収
金
が
増
加
す
る
の
で
は
。

答　

土
地
改
良
区
の
未
収
金
に
つ

い
て
は
、
土
地
改
良
区
の
理
事
を

中
心
に
、
事
務
職
員
と
協
力
し
て

未
納
者
の
自
宅
へ
戸
別
訪
問
を
行

い
、
直
接
未
収
金
支
払
い
の
お
願

い
を
し
て
い
る
。

　

未
収
金
の
納
付
の
こ
と
で
、
な

か
な
か
納
付
さ
れ
な
い
場
合
に

は
、
分
割
納
付
の
方
法
等
を
考
慮

し
な
が
ら
、
未
収
金
を
納
付
し
て

い
た
だ
く
よ
う
交
渉
し
て
ま
い
り

た
い
。

当
時
に
設
置
さ
れ
た
街
路
燈
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
の
補
助
金
を
活

用
し
て
い
る
た
め
、
設
置
者
に
所

有
権
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
か
ら
設

置
者
に
お
願
い
し
た
い
。

答

答

答

問

問

問
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　吉見町で開催された
研修会に、上里町議会議
員 14 名中 13 名が参加
いたしました。
　今回の研修では「議
会改革をめぐる最近の
動向と課題」について江藤先生の講演を聴きました。
講演では、地方自治の重要性、首長主導型と二元的
代表制、住民自治の根幹としての議会、国政と異な
る地方政治についてが主な内容でありました。
　この中で、（住民自治の根幹としての）議会は首
長と常に緊張関係を保ちながら、条例、予算、決
算、主要な計画、契約や財産の取得・処分の執行権
に対する議決権など膨大な権限が与えられているこ

11月7日　視察先：茨城県常総市

総 務 経 済 常 任 研委 員 会 修視 察 副委員長　黛　浩之

平 成 30 年 度 町 員村 研 修議 会会 議 髙橋　勝利

〇鬼怒川堤防越水現場（若宮戸地区）

　平成27年９月10日から11日にかけて栃木県
日光市で最大24時間降水量551ｍｍを記録した
大雨の影響で、常総市内を流れる鬼怒川が増水
し、10日６時30分若宮戸で越水、同日12時50
分には三坂町で堤防が決壊し、約43ｋ㎡（市の
約1/3）が浸水しました。
　今回は若宮戸地区の視察でしたが、近隣の住
宅の漆喰の壁には、浸水したラインがくっきり
と残っていて、水害の怖さを実感しました。
　今では堤防工事も進み、のり面には青々とし
た芝が張られ、当時の事を忘れがちですが、災
害はいつどこで発生するか分かりません。上里
町では西に神流川、北には烏川と大きな１級河
川が流れています。あってはならないことです
が、万が一のときには３年前のこの災害を教訓
に、住民の避難等
に活かしたいと思
います。

　平成30年10月17日　吉見町「フレサよしみ」
議会改革をめぐる最近の動向と課題

～住民自治の根幹としての議会を作動させる～
講師：山梨学院大学大学院研究科長・法学部教授
　　　江藤俊昭

○常総市役所「鬼怒川緊急対策プロジェクト」

　鬼怒川下流域におい
て「水防災意識社会」
の再構築を目指し、国、
県、常総市など７市町
を主体とし、ハードと
ソフトが一体となった緊急対策プロジェクトを
実施しています。
　ハード面では、堤防整備（かさ上げ、拡幅）
や河道堀削、市役所の非常用電源設備の浸水対
策として高さ２ｍのコンクリート壁を周囲に設
置しました。
　一方、ソフト面では市町、水防団、地域住民
等が参加する危険箇所の共同点検の実施やハ
ザードマップ及び家屋倒壊危険区域の公表と周
知、市内の小中学校一斉防災訓練が実施されて
います。また、災害情報システムの構築では、
スマートフォンでの防災情報アプリの整備、防
災行政無線の戸別受信機の機能拡張を実施しま
した。
　スマートフォンが普及している現在、ぜひ防
災にも役立ててもらえることを願います。

とを認識し、その自覚を持つことが議会改革の起点
であると説明されました。私たちは、この講演を聴き、
改めて議決責任の確認、説明責任、議員間討議の必
要性を学びました。
　上里町議会でも９月定例会において議会活性化を
推進する議会活性化特別委員会を立ち上げており、
本日の講演を聴く限り、議会改革の方向性は同じで
ありました。上里町議会としても本日の講演を糧と
して、町民の皆様のために、他市町村の取り組みな
どを参考にしながら議会改革を一歩でも先に進めら
れるよう研鑽を積んでまいりたいと思います。

かみさと議会だより
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答質

「決算審査・決算認定」
� ってなに？

　　�子育て支援モバイルサー
ビスの導入を！

子育て世代が安心して育児に専念できる
暮らしを実現するため、保護者の目線に
立ったサービスの導入を！
平成 29年 12 月定例会（平成 30年 3月号掲載）

　　�準備が整い次第、平成30
年度から導入したい

埼玉県では、県を中心に子育て支援アプ
リの運用を平成 30 年３月の開始に向け
構築している。埼玉県と協議し、導入に
向けて検討していきたい。

子育て支援アプリ「はぐたま
かみさと」が始まりました！
平成 30 年３月より導入。このアプリでは、
乳幼児期の子育てをしている方への子育て
支援情報の提供や予防接種のスケジュール
の自己管理をすることができます。

どうなった？

議員の質問・提言に答える町執行部、
その答弁がその後どうなったのか・・・
どう町政に反映させているのか・・・対応を追跡します一般質問

登録方法
埼玉県の「はぐたま」
ホームページもしくは、
下記ＱＲコードよりアク
セスしてください。

　決算とは、町の予算（歳入と歳出）の
総実績を明らかにすることをいいます。

　決算認定とは、議会が決算内容につい
て審査をして、予算が適正に使われたの
かを確認し、認定することです。

　決算審査はすでに使われたお金の審査
ということで、支出されたものを取り消
すことはできませんが、不適正なものや
非効率なものがあれば、質疑をとおして
明らかにすることができ、翌年度の予算
編成や将来の財政計画に反映するという
重要な役割を担っています。

平成２９年度「決算認定」までの流れ
平成３０年３月３１日� 会計年度終了

収入・支出の精算をするための期間

平成３０年５月３１日� 出納整理期間終了

・会計管理者が決算書を町長へ提出
・�監査委員が決算を審査し、町長へ
意見書を提出

平成３０年９月４日～２５日� ９月定例会

町長　�監査委員の意見を付けて議会に決算の
認定を求める

議会　�決算の審査を行い、適正であることを
確認し認定する

かみさと議会だより15 平成30年12月 No.81
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議 会 日 誌

編集
後記

9月
１日　関東大震災朝鮮人犠牲者慰霊祭
４日　�定例会初日（開会、町長の行政報告、一般質問）
５日　一般質問、議会運営委員会
６日　全員協議会、議案審議（条例改正等）
10日　�議案審議（決算総括説明、意見書報告、委員会付託）
11日　常任委員会（29年度決算審査）～20日
16日　上里中学校体育祭
18日　全員協議会
19日　上里北中学校体育大会
20日　全員協議会
24日　各小学校運動会
25日　全員協議会、特別委員会

定例会最終日（常任委員長決算審査報告・採決）
26日　児玉郡市広域市町村圏組合議会

10月
７日　町民体育祭
14日　公民館・児童館まつり（賀美・長幡・七本木）
17日　特別委員会、議会だより編集委員会

埼玉県町村議会議員研修会
21日　公民館・児童館まつり（上里東・神保原）

11月
３日　表彰式典
４日　ふれあいまつり
７日　総務経済常任委員会視察研修
９日　上里町議会懇話会
12日　郡議会議長会視察研修（～13日）
14日　文教厚生常任委員会視察研修
15日　議会だより編集委員会
18日　消防団特別点検
21日　議会運営委員会、特別委員会

12月定例会を傍聴しませんか！
定例会は、12月７日（金）に開会予定です。

なお、一般質問は7日（金）、10日（月）の2日間を予定しています。

12月定例会一般質問一覧
氏　　　名 質　　問　　事　　項

７
日
（
金
）

髙橋　茂雄
①環境問題について

②生活支援について

沓澤　幸子
①ごみゼロに向けて

②予算の執行見通しと課題について

③町長表明の具体化について

仲井　静子
①敬老長寿祝金制度の見直しについて

②働き方改革ペーパーレス化について

猪岡　　壽
①スマートインター周辺の開発について

②上里町の経常収支比率について

10
日
（
月
）

黛　　浩之
①アスベストに関する町の取り組みについて

②こむぎっち号の利用状況について

納谷　克俊
①上里ゴルフ場について

②森林環境税・森林環境譲与税について

髙橋　勝利
①上里町の健康事業の取り組みについて

②文部科学省が総合学習の時間の外部委託授業を認める方針を固めたことについて

植原　育雄

①交番の設置について

②交通事故の減少を目指して

③電気自動車の充電スタンド（急速充電設備）について

④道徳教育について

⑤平成 31年度予算編成について

飯塚　賢治

①身体障害者の車につけるマークについて

②ブロック塀の安全性確保について

③建設業に関する施工時期の平準化について

④風疹対策について

⑤観光・交流のまちづくりの推進について
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議会を傍聴！
　上里町議会では、皆さんの傍聴をお待ちしております。
　議会開催日に役場４階傍聴受付窓口までお越しください。

議会を動画で！
　本会議の一般質問の様子をインターネットで録画配信し
ています。
　また、本会議開催中は、役場１階町民ホールのテレビで
生中継しています。

議会を読む！
　「上里町議会だより」は３月、６月、９月、12月の年４回
発行しています。
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